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ＤＣバランス補正回路出力段

　全体構成は初段真空管差動１段増幅ハイブリッドアンプです。初段差動増幅用真空管Ｑ１０１にサブミニチュア管（双三極管６０２１Ｗ）を用い、Ｉ－Ｖ変換部に
トランジスターＱ１０５、Ｑ１０６、Ｑ１０７、Ｑ１０８を用いています。Ｉ－Ｖ変換部の電圧出力はＮＰＮトランジスターＱ１１１、Ｑ１１３、Ｑ１２３、Ｑ１２４、および、ＰＮＰ
トランジスターＱ１１２、Ｑ１１４、Ｑ１２５、Ｑ１２６からなる３段ダーリントン接続トランジスターで受け、出力しています。　出力段の電流は０．４Ａ×２＝０．８Ａです
（Ａ級範囲０～１０Ｗ）。
　ＤＣバランス補正回路はＦＥＴ入力差動２段増幅回路とし、その出力電流は初段定電流負荷回路Ｑ１０２およびＱ１０３のエミッターに注入されます。初段真空
管差動増幅回路とＤＣバランス補正回路がパラに接続されて、全帯域で真空管が増幅作用を行い、真空管とパラに設けられたＤＣバランス補正回路が高ゲイン
かつ超低域（ＤＣ成分）のみで増幅作用を補っています（完全ＤＣアンプ）。
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